
近畿日本鉄道株式会社

代表取締役小林哲也殿

I ~ljm2 I 

i再表対第 592号

平成25年 12月19日

消費者庁長官阿南久

(公印省略)

不当景品類及び不当表示防止法第6条の規定に基づく措置命令

食社は、貴社が供給する料理の取引について、不当景品類及び不当表示防止法(紹和3

7年法律第134号。以下「景品表示法Jという。)第4条第1項の規定により禁止され

ている問項第1号に規定する不当な表示を行っていたので、同法第6条の規定に基づき、

次のとおり命令する。

1 命令の内容

(1 ) 費社は、重量社が運営するホテノレ等施設において一般消費者に提供する料理(以下「本

件料理」という。)に係る表示に関して、次に掲げる事項を速やかに一般消費者に周

知徹底しなければならない。この周知徹底の方法については、あらかじめ、消費者庁

長官の承認を受けなければならない。

ア 貴社は、本件料理を一般消費者に提供するに当たり、例えば、平成25年1月か

ら伺年 10月30日までの問、 「都ホテルニューアノレカイック」と称するホテノレ内

の「アゼリア」と称する欽食庖において提供する「土日祝日ランチパイキング」等

の「ランチバイキングJと称する本件料理について、同ホテノレ内に備え霞いたチラ

シに「牛ロース肉のステーキJと記載するなど、別表「ホテル等施設名j欄記載の

施設において提供する同表「料理名」欄記載の本件料理について、同表「表示期間」

欄記載の期間に、同表「表示媒体」欄記載の媒体において、間表「記載」欄記載の

とおりの記載をすることにより、あたかも、当該記載された料理に牛の生肉の切り

身を使用しているかのように示す表示をしていたこと。

イ 実際には、別表「記載J欄記載の料理にあっては、いずれも、生鮮食品に該当し

ない牛脂その他の添加物を注入した加工食肉製品を使用していたこと。

ウ 前記アの表示は、前記イのとおりであって、本件料理の内容について、一般消費

者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示すものであり、景品表示法に違

反するものであること。

(2) 貴社は、今後、本件料理又はこれと同種の料理の取引に関し、前記(1)記載の表示と

同様の表示が行われることを妨止するために必要な措置を講じ、これを寅社の役員及
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び従業員並びに株式会社近鉄ホテルシステムズに周知徹底しなければならない。

(3) 愛社は、今後、本件料理又はこれと同種の料理の取引に関し、前記(1)記載の表示と

同様の表示を行うことにより、当該料理の内容について、一般消費者に対し、実際の

ものよりも著しく優良であると示す表示をしてはならない。

(4) 費社は、前記(1)に基づいて行った周知徹底及び前記(2)に基づいて採った措置につ

いて、速やかに文書をもって消費者庁長官に報告しなければならない。

2 事実

( 1) 近畿日本鉄道株式会社(以下「近鉄」という。)は、大阪市天王寺区上本町六丁目

1番 55号に本j百を霞き、ホテル業等を営む事業者である。

(2) 近鉄は、ホテル等施設を設け、ホテル等の営業に関する一切の役務の提供に係る業

務を大阪市天王寺区上本町六丁目 1番55号に本庖を置く株式会社近鉄ホテルシステ

ムズに委託して行わせており、同社は当該委託に基づき、本件料理の広告の表示内容

を決定している。

(3)ア 近鉄は、本件料理を一般消費者に提供するに当たり、例えば、平成25年1月か

ら向年10月30日までの問、 「都ホテルニューアルカイックJと称するホテル内

の「アゼリアj と称する飲食mにおいて提供する「土日祝日ランチバイキング」等
の「ランチバイキング」と称する本件料理について、同ホテノレ内に備え鐙いたチラ

シ(別添写し)に「牛ロース肉のステーキJと記載するなど、別表「ホテノレ等施設

名」欄記載の施設において提供する照表「料理名」欄記載の本件料理について、同

表「表示期間」欄記載の期間に、同表「表示媒体J欄記載の媒体において、同表「記

載」欄記載のとおりの記載をすることにより、あたかも、当該記載された料理に牛

の生肉の切り身を使用しているかのように示す表示をしていた。

イ 実際には、別表「記載」欄記載の料理にあっては、いずれも生鮮食品に該当しな

い牛脂その他の添加物を注入した加工食肉製品を使用していた。

3 法令の適用

前記事実によれば、近鉄は、自己が供給する本件料理の取引に関し、本件料理の内容

について、一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示すことにより、

不当に顧客を誘引し、一般消喪者による自主的かっ合理的な選択を阻害するおそれがあ

ると認められる表示をしていたものであり、この表示は、景品表示法第4条第1項第1

号に該当するものであって、かかる行為は、同項の規定に違反するものである。

4 法律に基づく教示

(1) 行政不服審査法(昭和37年法律第160号)第57条第1項の規定に基づく教示

この処分について不服がある場合は、行政不服審査法第6条の規定に基づき、この

処分があったことを知った日の翌日から起算して60日以内に、書商により消費者庁
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長官に対し異議申立てをすることができる。

(2) 行政事件訴訟法(昭和37年法律第 13 9号)第46条第1項の規定に基づく教示

訴訟により、この処分の取消しを求める場合は、行政事件訴訟法の規定により、こ

の処分があったことを知った日の翌日から起算して6か月以内に、国(代表者法務大

臣)を被告として、この処分の取消しの訴えを提起することができる。

(注1)この処分があったことを知った日の幾日から起算して 6か月以内であっても、

この処分の日から 1年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提起することが

できなくなる。

(注2)異議申立てをして決定があった場合には、この処分の取消しの訴えは、その決

定があったことを知った日の翌日から起算して6か月以内に提起することができ

る。ただし、その決定があったことを知った自の翌日から起算して6か月以内で

あっても、その決定の日から 1年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提起

することができなくなる。
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別表

ホテル等施設名 料理名 表m期間 表示媒体 記載

シェフトン都ホァ フンチバイキ 平成20年1 料理表示プ 牛ロ ス肉のグリ

ノレ大阪(大阪市天王 ング 2月から平成 レ}ト 11ノ

寺区上本町六丁目 25年 10月 The s t e a 
1番 55号)内の 30日までの k o f b e e 
「トップオブミヤ 間 f 1 0 i n 
コJと称する飲食庄 左記ホァノレ 牛ロース肉のグリ

内に備え置 ノレ

いたチラシ

天王寺都ホァノレ(大 fLunch 平成20年4 ウェブサイ サーロインステー

阪市阿倍野区松崎 エトワーノレ・ 月から平成2 ト キ(鉄板焼き)

町一γ自2番8号) バイキングJ 5年 10月3 料理表示プ サーロインスァー
内の「エトワーノレJ 等のランチバ 0日までの問 レート キ鉄板焼き
と称する欽食府 イキング 左記ホアノレ サーロインスァー

内に備え霞 キ

いたチラシ

ワェスアイン都ホ 「オータム 平成24年 1 料理表示プ ビーフスァーキ

テノレ京都(京都市東 ピュッフェJ 1月から平成 レート
山区三条蹴上)内の 等のパイキン 25年2月及
「アクアブ、ノレーj と グ び同年7月か

称する欽食庖 ら同年10月
30日までの

間

都ホアノレーューア ランチチョイ 平成25年1 ウェブサイ 牛ロース肉の網焼

ルカイック(兵庫県 スバイキング 月から同年1 ト き又は牛ロース肉

尼崎市昭和通二丁 0月30日ま メーユ のグリノレ

目7番 1号)内の での潤

「アゼリア」と称す

る飲食庖

向上 「土日祝日ラ 向上 ウェブサイ 牛ロース肉の鉄板

ンチパイキン ト 焼き又は牛ロース

グj等のラン 左記ホアノレ 肉のステーキ

チバイキング 内に備え置

及び「平日 いたチラシ

ディナーパイ

キング」等の
デ、ィナーパイ

キング

沖縄都ホアノレ(翌日務 秋風御勝 平成25年9 ウェフ、サイ 牛肉ときのこの

市松}1140)内の 月から同年1 ト しゃぶしゃぶ

市民園J~称する飲 0月30日ま メニュー 牛肉と木の子の

食庖 での問 左記ホァノレ しゃぶしゃぶ

内に備え霞

いたパンフ

レット
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株式会社阪急阪神ホテルズ

代表取締役藤本和秀殿

I illJiilS 3 I 

消表対第 593号

平成25年 12月19日

消費者庁長官阿南久

(公印省略)

不当景品類及び不当表示防止法第6条の規定に基づく措霞命令

貴社は、索中士が供給する料理の取引について、不当景品類及び不当表示防止法(昭和3

7年法律第 134号。以下「景品表示法」という。)第4条第1項の規定により禁止され

ている伺項第1号に規定する不当な表示を行っていたので、伺法第6条の規定に基づき、

次のとおり命令する。

1 命令の内容

(1) 費社は、重量社が運営するホテル等施設において一般消費者に提供する料理(以下「本

件料理j という。)に係る表示に関して、次に掲げる事項を速やかに一般消費者に周知

徹底しなければならない。この周知徹底の方法については、あらかじめ、消費者庁長官

の承認を受けなければならない。

ア 食中土は、本件料理を一般消費者に提供するに当たり、例えば、平成24年7月1

日から平成25年7月4日までの問、費社が運営する「ホテノレ阪神」と称するホテ

ル内の「香虎」と称する飲食底において提供する「特選欽茶コース」と称する本件

料理について、底頭に掲示したメニューに「有機野菜のプチサラダと前菜二種盛合

せ」と記載することにより、あたかも、当該記載された料理に有機野菜を使用して

いるかのように示す表示をしていたなど、別表「ホテル等施設名」欄記載のホテノレ

等施設において提供する同表「料理名」欄記載の本件料理について、問表「表示期

間」楠記載の期間に、同表「表示媒体J欄記載の媒体において、同表「表示内容j

欄記載の表示をしていたこと。

イ 実際には、例えば、前記「有機野菜のプチサラダと前菜二種盛合せ」と称する料

理にあっては「有機産量産物の日本農林規格J(平成12年農林水産省告示第59号)

の定義に該当しない野菜を使用するなど、それぞれ別表「実際J欄記載のとおりで

あったこと。

ウ 前記アの表示は、前記イのとおりであって、本件料理の内容について、一般消費

者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示すものであり、景品表示法に違

反するものであること。
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(2) 食社は、今後、本件料理又はこれと同種の料理の取引に関し、前記(1)記載の表示と

同様の表示が行われることを防止するために必要な措置を講じ、これを貴社の役員及

び従業員に周知徹底しなければならない。

(3) 索中土は、今後、本件料理又はこれと同種の料理の取引に関し、前記(1)記載の表示と

同様の表示を行うことにより、当該料理の内容について、一般消費者に対し、実際の

ものよりも著しく優良であると示す表示をしてはならない。

(4) 重量社は、前記(1)に基づいて行った周知徹底及び前記(2)に基づいて採った措置につ

いて、速やかに文書をもって消費者庁長官に報告しなければならない。

2 事実

( 1) 株式会社阪急阪神ホテルズ(以下「阪急阪神ホテルズJという。)は、大阪市北区芝

問一丁百 16番1号に本庖を置き、ホテル業等を営む事業者である。

(2) 阪急阪神ホテルズは、自社が運営するホテル等施設において提供する本件料理の広告

の表示内容を自ら決定している。

(3)ア 阪急阪神ホテルズは、本件料理を一般消費者に提供するに当たり、例えば、平成2

4年7月1日から平成25年7月4日までの問、貴社が運営する「ホテル阪神」と称

するホテル内の「香虎Jと称する飲食府において提供する「特選飲茶コース」と称す

る本件料理について、盾頭に掲示したメニュー(別添写し)に「有機野菜のプチサラ

ダと前菜二種盛合せJと記載することにより、あたかも、当該記載された料理に有機

野菜を使用しているかのように示す表示をしていたなど、jJlJ表「ホテル等施設名j械

記載の施設において提供する同表「料理名J欄記載の本件料理について、向表「表示

期間J欄記載の期間に、同表「表示媒体J械記載の媒体において、同表「表示内容J

欄記載の表示をしていた。

イ 実際には、例えば、前記「有機野菜のプチサラダと前菜二種盛合せ」と称する料

理にあっては「有機農産物の日本農林規格Jの定義に該当しない野菜を使用するな

ど、それぞれ別表「実際」械記載のとおりで、あった。

3 法令の適用

前記事実によれば、阪急阪神ホテノレズは、自己が供給する本件料理の取引に関し、本

件料理の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示すこ

とにより、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かっ合理的な選択を限害するお

それがあると認められる表示をしていたものであり、この表示は、景品表示法第4条第1

項第1号に該当するものであって、かかる行為は、同項の規定に違反するものである。

4 法律に基づく教示

( 1) 行政不服審査法(昭和37年法律第 160号)第57条第1項の規定に基づく教示

この処分について不服がある場合は、行政不服審査法第6条の規定に基づき、この
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処分があったことを知った日の翌日から起算して 60日以内に、書面により消焚者庁

長官に対し異議申立てをすることができる。

(2) 行政事件訴訟法(昭和37年法律第139号)第46条第1項の規定に基づく教示

訴訟により、この処分の取消しを求める場合は、行政事件訴訟法の規定により、こ

の処分があったことを知った日の翌日から起算して6か月以内に、国(代表者法務大

臣)を被告として、この処分の取消しの訴えを提起することができる。

(注1)この処分があったことを知った日の翌日から起算して 6か月以内であっても、

この処分の日から 1年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提起することが

できなくなる。

(注2)異議申立てをして決定があった場合には、この処分の取消しの訴えは、その決

定があったことを知った日の翌日から起算して6か月以内に提起することができ

る。ただし、その決定があったことを知った日の翌日から起算して6か月以内で

あっても、その決定の日から 1年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提起

することができなくなる。
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別表

ホァル等
料理名 表示期間 表示媒体 表示内容 実際

施設名

ホァノレ 特選飲茶 平成24年 庖頭に掲 「有機野菜のプチサラダ プチサラダ

阪神(大 コース 7月1日か 示したメ と前菜二種接合せ」と記 には、有機

阪市福島 ら平成25 Fーニc- 載することにより、あた 農産物の定

区福島五 年7月4日 かも、記載された料理の 義(注1)

丁目 6番 までの問 うち、プチサラダには有 に該当しな

1 6号) 機野菜を使用しているか い野菜を使

内の「香 のように示す表示 用してい

虎j と称 た。

する飲食

底

大阪新阪 中国料理ラ 平成23年 パンフ 「芝海老とイカの妙め シバエピよ

急ホテル ンチ 4月 1Sか レット 物j と記載することによ りも安価で

(大阪市 ら平成25 り、あたかも、記載され 取引されて

北区芝田 年7月31 た料理にシバエビを使用 いるパナメ

一了目 1 固までの間 しているかのように示す イを使用し

番 35 表示 ていた。

号)内の

宴会場

大阪新阪 ノ号ーァィプ 平成24年 チラシ 「ビーフスァーキ フフ 生鮮食品に

急ホテル ラン P 1 8月1日か イドポテト添j と記載す 該当しない

内の anB及び ら平成25 ることにより、あたかも、 牛脂その他

「ピー C 年7月31 記載された料理に牛の生 の添加物を

ツJと称 日までの閑 肉の切り身を使用してい 注入した加

する飲食 るかのように示す表示 ヱ食肉製品

府 を使用して

し、Tこo

「シィー 土・臼・祝 平成23年 問上 「津軽地鶏のマリネ胡 地鶏の定義

ファーJ 日限定問 4月1日由主 麻風味」と記載すること (注2)に

(大阪市 窓会プラン ら平成25 により、あたかも、記載 該当しない

北区芝田 年7月 31 された料理に「津軽地鶏J 鶏肉を使用

一丁目 1 日までの開 と称する地鶏の肉を使用 していた。

番4号) しているかのように示す

と称する 表示

飲食庖

向上 同上 遅くとも平 向上 「若鶏の照り焼き 九条 九条ねぎよ

成 23年 1 ねぎのロティと共にJと りも安価で
2月頃から 記載することにより、あ 取引されて

平成25年 たかも、記載された料理 いる青ねぎ

7月 31日 に九条ねぎを使用してい 又は白ねぎ

までの間 るかのように示す表示 を使用して

いた。
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ホアノレ等
料理名 表示期間 表示媒体 表示内容 実際

施設名

「シイ パァィプ 平成23年 チフシ 「津軽地鶏のマリネイ 地鶏の定義

ファーj ラン {ス 4月1日か タリア風」と記載するこ (注2)に

タンダード ら平成25 とにより、あたかも、記 該当しない

プラン} 年7月31 載された料理に「津軽地 鶏肉を使用

日までの間 鶏」と称する地鶏の肉を していた。

使用しているかのように

示す表示

同上 柔らか地鶏 向上 メーユ 「柔らか地鶏のパンパン 向上

のパンパン ジーJと記載することに
ジー より、あたかも、記載さ

チラシ れた料理に地鶏の肉を使

用しているかのように示

す表示

同上 惑とチョコ 同上 メーュー 「惑とチョコの、ンュー 市販されて
のシュー ア・ラ・モード シュー いる業務用
ア・ラ・モー アイスに惑と生クリーム のチョコ

ド を加えた甘さがたまらな レートソー

い一品ロ手作りチョコ スを使用し

ソースとあわせてどう ていた。

ぞ。Jと記載することによ
り、あたかも、記載され

た料理に手作りのチョコ

レートソースを使用して

いるかのように示す表示

千里阪急 Dr illk 平成19年 リーフ 「シャンパンJと記載す 「シャンパ
ホテル P 1 a n 1月1日カミ レット ることにより、あたかも、 ン」 と称、す

(大阪府 A ら平成25 「シャンパン」と称する る発泡性ワ

豊中市新 年 10月2 発泡性ワインを使用して インよりも

千里東町 7日までの いるかのように示す表示 安価で取引
2 -1) 間 されている

内の宴会 D r i n k 平成22年 ものを使用

場 P 1 a n 2月1日カミ していた。

B ら平成25

年 10月2

7日までの

間

宝塚ホテ 宝塚ホア/レ 平成25年 チラシ 「やわらかピ フソァ 生鮮食品に

ノレ(兵庫 のパーティ 3月 25日 赤ワインソースJと記載 ~当しない

県宝塚市 プラン A から同年5 することにより、あたか 牛脂その他

梅野町1 プラン 月31日ま も、記載された料理に牛 の添加物を
-46) での間 の生肉の切り身を使用し 注入した加

内の宴会 ているかのように示す表 工食肉製品

場 耳て を使用して

いた。
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ホァル等
料理名 表示期間 表示媒体 表示内容 実際

施設名

宝塚ホァ グルメサ 平成25年 チフシ 「柔らか牛肉の鉄板焼き 生鮮食品に
ル内の マーパイキ 6月7日か ナムルとコチジャンライ 該当しない
「ザ・ ング ら同年7月 ス添え」と記載すること 牛脂その他

ガーデ 3 1日まで により、あたかも、記載 の添加物を
ンj と称 の問 された料理に牛の生肉の 注入した加
する飲食 切り身を使用しているか 工食肉製品

l吉 のように示す表示 を使用して

|いた。

(注1) r有機農産物の日本農林規格」において、次の方法で生産された農産物とされてい

る。

① たい肥等で土作りを行い、種まき又は様え付けの前2年以上、禁止された農

薬や化学肥料を使用しない

② 土壌の性質に由来する農地の生産力を発揮させる

③農業生産に由来する環境への負荷をできる限り低減

④遺伝子組換え技術を使用しない

(注2)r地鶏肉の日本農林規格J(平成11年農林水産省告示第844号)において、次

の方法で飼育された鶏とされている。

①指定された在来種由来の血液百分率が50パーセント以上

② ふ化日からの飼育期間が 80日以上

③ 28日齢以降は平飼いでかつ 1平方メートノレ当たり 10羽以下で飼育された

もの
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株式会社阪神ホテルシステムズ

代表取締役橋本裕之殿

日目
消表対第 594号

平成25年 12月 19日

消費者庁長官阿南久

(公印省略)

不当景品類及び不当表示防止法第6条の規定に基づく措霞命令

索宇土は、貴社が供給する料理の取引について、不当景品類及び不当表示防止法(昭和3

7年法律第 134号。以下「景品表示法Jという。)第4条第1項の規定により禁止され

ている岡項第1号に規定する不当な表示を行っていたので、同法第6条の規定に基づき、

次のとおり命令する。

1 命令の内容

( 1) 貴社は、素社が運営する「ザ・リッツ・カーノレトン大阪jと称するホテル(以下「ザ・

リッツ・カーノレトン大阪jという。)及びザ・リッツ・カーノレトン大阪内で運営する「香

桃Jと称する飲食底(以下「呑相むという。)において一般消費者に提供する料理(以下

「本件料理Jという。)に係る表示に関して、次に掲げる事項を速やかに一般消費者に

周知徹底しなければならない。この周知徹底の方法については、あらかじめ、消費者庁

長官の承認を受けなければならない。

ア 索中土は、ザ・リッツ・カーノレトン大阪において本件料理を一般消費者に提供する

に当たり、

(7) 例えば、平成18年4月1日から平成25年7月22日までの問、 「イン・ルー

ム・ダイニング」と称するノレームサービス(以下「ノレームサービスJという。)

において提供する「車海老のチりソース煮」と称する本件料理について、メニュー

に「車海老のチリソース煮j と記載することにより、あたかも、当該記載された

料理にクルマエピを使用しているかのように示す表示をしていたなど、別表1r料

理名J欄記載の本件料理について、間表「表示場開」欄記載の期間に、メニュー

において、同表「表示内容」欄記載の表示をしていたこと。

(イ) 実際には、例えば、前記「車海老のチリソース煮j と称する本件料理にあって

は、クノレマエピよりも安価で取引されているブラックタイガーを使用するなど、

それぞれ別表 1 r実際」欄記載のとおりであったこと。

イ 索社は、香桃において本件料理を一般消費者に提供するに当たり、

(7) 例えば、平成19年 12月1日から平成25年7月22日までの問、 「車海老
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のチリソース煮」と称する本件料理について、来!吉者に提示したメニューに「車

海老のチリソース煮」と記載することにより、あたかも、当該記載された料理に

クルマエピを使用しているかのように示す表示をしていたなど、別表2r料理名j

欄記載の本件料理について、間表「表示期間J欄記載の期間に、来庖者に提示し

たメニューにおいて、問表「表示内容」欄記載の表示をしていたこと。

(イ) 実際には、例えば、前記「車海老のチリソース煮」と称する本件料理にあって

は、クルマエピよりも安価で取引されているブラックタイガーを使用するなど、

それぞれ別表2r実際」禰記載のとおりであったこと。

ウ 前記ア(7)及びイ(7)の表示は、それぞれ前記ア(イ)及びイ(イ)のとおりであって、

本件料理の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良である

と示すものであり、景品表示法に違反するものであること。

(2) 貴社は、今後、本件料理又はこれと同種の料理の取引に関し、前記(1)記載の表示と

間様の表示が行われることを防止するために必要な措霞を講じ、これを貴社の役員、

従業員及びラグ、ジュアリー・ホテル・インターナショナノレ・ジャパン株式会社に周知

徹底しなければならない。

(3) 貴社は、今後、本件料理又はこれと同種の料理の取引に関し、前記(1)記載の表示と

同様の表示を行うことにより、当該料理の内容について、一般消費者に対し、実際の

ものよりも著しく優良であると示す表示をしてはならない。

(4) 貴社は、前記(1)に基づいて行った周知徹底及び前記(2)に基づいて採った措置につ

いて、速やかに文書をもって消費者庁長官に報告しなければならない。

2 事実

(1) 株式会社阪神ホテルシステムズ(以下「阪神ホテルシステムズJという。)は、大阪

市北区梅田二丁目 5番25号に本腐を置き、ホテル業等を営む事業者である。

(2) 阪神ホテルシステムズは、阪神ホテル、ンステムズ、の本1苫に所在するザ・リッツ・カー

ルトン大阪の営業に関する一切の役務の提供に係る業務を東京都港区新橋四丁目 5番

1号に本庖を置くラグジュアリー・ホテル・インターナショナノレ・ジャパン株式会社に

委託して行わせており、同社は当該委託に基づき、本件料理の広告の表示内容を決定し

ている。

(3)ア 阪神ホテルシステムズは、ザ・りッツ・カーノレトン大阪において本件料還を一般消

費者に提供するに当たり、

(7) 例えば、平成18年4月1日から平成25年7月 22日までの問、ノレームサー

ビスにおいて提供する「車海老のチリソース煮」と称する本件料理について、メ

ニュー(別添写し1)に「車海老のチリソース煮」と記載することにより、あた

かも、当該記載された料理にクルマエビを使用しているかのように示す表示をし

ていたなど、別表 1 r料理名J欄記載の本件料理について、同表「表示期間J欄

記載の期間に、メニューにおいて、同表「表示内容J欄記載の表示をしていた。
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(イ) 実際には、例えば、前記「車海老のチリソース煮Jと称する本件料理にあって

は、クノレマエピよりも安価で取引されているブラックタイガーを使用するなど、

それぞれ別表 1 r実際」欄記載のとおりであった。

イ 阪神ホテルシステムズは、呑桃において本件料理を一般消費者に提供するに当た

り、

(7) 例えば、平成 19年 12月1日から平成25年7月22日までの問、 「車海老

のチリソース煮」と称する本件料理について、来j苫者に提示したメニュー(別添

写し 2)に「車海考のチリソース煮」と記載することにより、あたかも、当該記

載された料理にクルマエビを使用しているかのように示す表示をしていたなど、

別表2r料理名J欄記載の本件料理について、同表「表示期間J欄記載の期間に、
来J古者に提示したメニューにおいて、問表「表示内容j欄記載の表示をしていた。

(イ) 実際には、例えば、前記「車海老のチリソース煮」と称する本件料理にあって

l士、クルマエピよりも安価で取引されているブラックタイガーを使用するなど、

それぞれ別表2r実際」欄記載のとおりであった。

3 法令の適用

前記事実によれば、阪神ホテルシステムズは、自己が供給する本件料理の取引に関し、

本件料理の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示す

ことにより、不当に顧客を誘引し、一般消焚者による自主的かっ合理的な選択を阻害する

おそれがあると認められる表示をしていたものであり、この表示は、景品表示法第4条第

1項第1号に該当するものであって、かかる行為は、問項の規定に違反するものである。

4 法律に基づく教示

(1 ) 行政不服審査法(昭和37年法律第160号)第57条第1項の規定に基づく教示

この処分について不服がある場合は、行政不服審査法第6条の規定に基づき、この

処分があったことを知った日の翌日から起算して 60日以内に、書面により消費者庁

長官に対し異議申立てをすることができる。

(2) 行政事件訴訟法(昭和37年法律第139号)第46条第1項の規定に基づく教示

訴訟により、この処分の取消しを求める場合は、行政事件訴訟法の規定により、こ

の処分があったことを知った日の翌日から起算して6か月以内に、国(代表者法務大

陸)を被告として、この処分の取消しの訴えを提起することができる。

(注 1)この処分があったことを知った日の翌日から起算して 6か月以内で、あっても、

この処分の日から 1年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提起することが

できなくなる。

(注2)異議申立てをして決定があった場合には、この処分の取消しの訴えは、その決

定があったことを知った日の翌日から起算して 6か月以内に提起することができ

るロただ、し、その決定があったことを知った日の翌日から起算して6か月以内で
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あっても、その決定の日から 1年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提起

することができなくなる。
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別表1

料王里名 表m期間 表示内容 実際

車海老のチリ 平成 18年4月 「車海老のチリソース煮Jと記載 クノレマエピより
ソース煮 1日から平成2 することにより、あたかも、記載 も安価で取引さ

5年7月22日 された料理にクルマエピを使用 れているブラッ

までの間 しているかのように示す表示 クタイガーを使

用していた。

中国セット 同上 向上 向上

自家製パン各穏 平成 18年4月 「自家製ノ4ン各種(ホワイトトー 記載されたパン

1日から平成2 スト・ライ麦入りトースト・パ は他社が製造し

5年 10月23 ターローノレ)Jと記載することに たものであっ
日までの間 より、あたかも、記載されたパン fこ。

は、ザ・リッツ・カーノレトン大阪

が製造しているものであるかの

ように示す表示

コンチネンタノレ 同上 「自家製ノ司ン(ホワイトトース 向上

ブレッタファー ト・ライ麦入りトースト・バター

スト ローノレ)Jと記載することにより、
あたかも、記載されたパンは、

ザ・リッツ・カーノレトン大阪が製

造しているものであるかのよう

に示す表示

アメリカン ブ 向上 向上 向上

レッタフアース

ト

ザ・リッツ・カー 同上 向上 向上

ノレトン ブレツ

クファースト
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別表2

料理名 表示期間 表示内容 実際

車海老のチリ 平成19年12 「車海老のチリソース煮」と記 クノレマエピよりも

ソース煮 月1日から平成 載することにより、あたかも、 安価で取引されて

25年7月22 記載された料理にクルマエピを いるブラックタイ

日までの伺 使用しているかのように示す表 ガーを使用してい

司て た。

車海老の揚げ物 同上 「車海老の揚げ物マヨネーズ 向上

マヨネーズソー ソース和えJと記載することに
ス和え より、あたかも、記載された料

王里にクルマエピを使用している

かのように示す表示

車海老の豆板議 同上 「車海老の豆板議ソ ス妙めJ 向上
ソース妙め と記載することにより、あたか

も、記載された料理にクルマエ

ピを使用しているかのように示

す表示

車海老と春雨の 向上 「車海老と春雨の土鍋煮込み」 向上

土鍋煮込み と記載することにより、あたか

も、記載された料理にクルマエ

ピを使用しているかのように示

す表示

車海老のかんざ 向上 「車海老のかんざし妙め金事 向上

し妙め金華ノ、 ハムを添えて」と記載すること

ムを添えて により、あたかも、記載された

料理にクノレマエピを使用してい

るかのように示す表示

車海老の甘辛妙 問上 「車海老の甘辛妙め クンポ 向上

め クンボース スタイル」と記載することによ

タイノレ り、あたかも、記載された料理

にクノレマエピを使用しているか

のように示す表示

芝海老チャー 向上 「芝海老チャーシュー入り妙 シバエビよりも安

シュ一入り妙飯 飯Jと記載することにより、あ 価で取引されてい
たかも、記載された料理にシバ るパナメイを使用

エピを使用しているかのように していた。

示す表示

芝海老、穏7G丘、 向上 「芝海老、隠フE旦、百合根、木 向上

百合根、木くら くらげの妙め」と記載すること

げの妙め により、あたかも、記載された

料理にシバエピを使用している

かのように示す表示

芝海老とカ 平成25年6月 「芝海老とカシュ ナyツの;抄 向上

シューナッツの 3日から同年7 め」と記載することにより、あ

;抄め 月22日までの たかも、記載された料理にシバ

間 エピを使用しているかのように

示す表示
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料理名 表示期間 表示内容 実際

芝海老のオムレ 平成25年6月 「芝海老のオムレツ 香港スタ シバエビよりも安

ツ 香港スタイ 31'1から同年7 イルJと記載することにより、 {簡で取引されてい
/レ 月22日までの あたかも、記載された料理にシ るパナメイを使用

問 バエピを使用しているかのよう していた。

に示す表示

芝海老のサクサ 問上 「芝海老のサクサク揚げj と記 同上

ク揚げ 載することにより、あたかも、

記載された料理にシバエピを使

用しているかのように示す表示

チャイ一一ズ 平成21年1月 「車海老、帆立員柱、中国野菜 クルマエピよりも

ティーランチ 1日から平成2 の;沙め」と記載することにより、 安価で取引されて
5年7Jl 2 2日 あたかも、記載された料理にク し、るブ、ラックタイ

までの閑 ノレマエビを使用しているかのよ ガーを使用してい

うに示す表示 Tてー
タオファ 向上 「車海老帆立貝柱烏賊の葱 同上

生菱煮込み」と記載することに

より、あたかも、記載された料

理にクルマエピを使用している

かのように示す表示

シェフランチ 向上 「車海老と季節野菜の妙め」と 向上

記載することにより、あたかも、

記載された料理にクノレマエピを

使用しているかのように示す表

フIミ

ヤンチン 向上 「車海老のキンモクセイソ ス 同上

妙めJと記載することにより、
あたかも、記載された料理にク
ルマエピを使用しているかのよ

うに示す表示

ファミリート 平成20年9月 「芝海老の揚げ物マヨネーズ シバエどよりも安

リートチャイ 1 5日から平成 ソース」と記載することにより、 価で取引されてい
ニーズブッフェ 2 5年7月22 あたかも、記載された料理にシ るパナメイを使用

日までの間 パエピを使用しているかのよう していた。

に示す表示

同上 向上 「芝海老のチリソース煮」と記 向上

載することにより、あたかも、
記載された料理にシバエピを使

用しているかのように示す表示

向上 悶上 「芝海老と野菜の妙め」と記載 向上

することにより、あたかも、言己

載された料理にシバエピを使用

しているかのように示す表示

同上 向上 「芝海老入りオムレツJと記載 向上
することにより、あたかも、記

載された料理にシバエピを使用

しているかのように示す表示

7 

51



HJM作総「一間

。。

一守

ご吟号、

知

q一ぷ
主

民主ξν切れンτmsvhい

民

zdムルぷwvzmxvv

号
、
，
、
、

~
 
~
 
¥;一、

a・、
お
守
主
ζ
 

同
、
丸
に

、命
俳句，;-~

同
司
'

し、、、H u
 

旬、内4L

4妙

mx-q
円一知

-srh~

鳥風-山。叫抑τM崎町吋ん}

一一返す7t

X
 

~
 

d
ト

九万】弘之、(祖母え

!、vrvruJAV

三匂HUMむ淀川

4U

¥《句、誌に〈

、ω~vJi
叩

AW 【)一品}一ごせ円山

仰崎将判官一同一同駒山内廿

牛C九い-~砂4ゃ府)広一小舟川以

下町主主Q，{1Lhf弘

川、辺、一hzaak之、た川M-~qqw

芝、と芯44H31hbqvhd九な一、へと均気、4NJ予言、huJL

6

一りニ一す一吟}コJ

。一よdγ?一一灯(乙

EJ万吉川、S3、ジヘ弘、44
久

ぷTt・だゾTUS令必殺
J
ぶ常二

:ぺ二山吉宗一芯干一~LAr-o七二品川判明一一一がζUWJ芯均

一WA豆、ac
一
J

ミミFとたhbhhZJZh川qun{へもギ一zrr

th
山

141U1

『

ww
ヂ」hhpゐZMJ一弘之二ゐW

4rF2h2Jhさ~

ぶMJぷω
ゆ司令

ヱ詰々とにhy亡、丸山下5-

古鳴思

F
 

x-叫叶AJrヨ史子山4

_. 

{威}~内
~hNニザザ刊。

{R-J~門川~
 

h
 

p
 

心12町、11uえ京辺

安門寸持吉
扇

舟4恥

一切品=w付同支-FW一片
叫ω

一
Z刊誌一

J

F九一一rrι卜什

匂とト九片
μ川下可戸ζ， Lh、N捻内句芯w匂と

~k
、沼。内勺雪》Y
叩

rとι丸~-{叫叫む~、吋芯、N足hhとh、u」叫コ伊叱、w滋泌.閉撚峨.」弓吋、4 引kb-』討小山eF穴

-Hえ)川、号とがど八子ミペ一品之、定旬旬、一川口吟ぃ、43主主~一一町、民

一間一州ゆふ士ポ

hqrヘNLOJtF1Mhげ之町也、aT

出伊一向ヨ耐

Z
巴

凶

=
 

}
 

d
毎

}
 

2
民

洲4
診

E
 

~< 
~
 

持伶

ミミ同廷内川口、た旬、え廷。同

念品》叩LW仰+
 

ヤ品広hewe民

入、川川一H匂hHAHで制耽巾命

刊FPX3M
内

MJtb切なghs

Z5425za= 

ミぷhさととMζ降、定三点、ご一~ごと吹ζ、必」wkh-zvらよLZ亡、な33

予定幸之句会主一三%ミ仏三去三川、九むヨ立正一?と三宮一ごと~弘、送、之恒三川…同町一三雪之、hMr玉川氏一ミコペヘミヱ引

φ刑判包むJUF3vヘJww勾じ44剖城主ふveF将一品目一一亡命ミ叩F勾

帆弘之必品川弘法41W吋ア内wgJけAwm可之ペーれe勾バ}川344九縦訓鳩山仰

さヰcdpbjE仏CF訳、震仏《科目24三ぷ一一一

一一、hV3どMTh号、宮町司、仏U刊誌弐何一wjh司、w宮市とコ弘之防止とさ山一てで品、EAAKぷペ

{一郎哨灼とどユー製作OZHZ吋刊一令bV1
午

λ-d的税制MWRZ-21MいW43d川

i劉繍{

とど円hqu
一市町町内科一綿一四一個

直
i

52



海鮮
え子()リD

続5!:反位、紫、野菜のxoソース売会め
【Cj!i>fr--:dn:1…i庁 whrrνm間 j ぬ F!主 '1'~lii、

¥j， 

ソフトシェルクヲブのJiMf'l持 ジンジャ…チリソース IElきj詩11'パ
ン添え
[1¥';p， vj(d念日氏名訂 ι|什泌"νぽ i;;hrc:J，J刈LFI+Tf ，[訪れ 川え

室主討It認のな絞意書ソ…ス妙め
'jli r- II九ιiλ引出丸i:Pf以 !h 川 "ηP!c"~ k，l11トパペ仰ぇr

?誕のヰ3と若手f刃人司 建立去三菱胤11I， JニS荷主主込J会
話1H11HピLJ吃品i似ミjむLb".別Illmf!わ仁Ir;LC!川名IhxL I悦 d_w伊培

自身1告のJ勤11'4金 援卵人りスープかけ
Ilmi--<'d前 h!:>:fH!lI11C inu，什、仁C[oふら.H[1

連[r持主的干{"リソース捻
11r:，iS2d f<ol1J1)以 jiii!-"'H'_'iq仇ぐい弘、刻

lIii事告のl勃114脅 マヨネーズソース者】え
Ih .. Vp<';v_1 f制lfJ¥ll1!il'，、恥川河川y，'Whlぐ 'vid..，_'

-η
 品

問スソ
刷
0
3
 

x
u
 

n
v
A川
ス
A

ガ
川
一フ
U

也
、
ポ

ノ

L
d

吋

A

U
ア
df

ン
川
り
判
。
グ
ば

院
的

J

制
他
山
川

W

姿暴きVJ';1イスターソース議:
[hiil-i':，j '''('111，; ah.l};q-，; ¥.¥1市川'ln'WH代

~手以下干線経j醤Jと l' し総の還さ煮込み 聖子議添え
Ih.11切，j--dJI可作，点ftd'，¥hn!t <<Y，H1JJ1はIU'illU;N)CU符d¥t;zd1!h!九

品縄ではよな彪察署迎合中よ、'.~-1j 111ヨ各地のお科瑚かお車L みいた1':1}まサ d

予¥ti読で使mしているお渓は‘すべてZ思議米ぐす
X躍唱す由良<<包留凶 f~HI底的「調1Dn~1~εu Îl ine， M 同IIMO 潟-r r~IW:財物ω 川叫"

沢氏ClJ.ltlUC以前~伐材nurm曾Yil!S1111 glu叫η矧 J判事M'

J<tむを寺命"は ji，'，1t.'が合法れでおり，一台-IJ-l'XHl1%ぎを別途現u ，させてい於，..'~-:吹
p，属引宿泊~，眠 ^ O"l'"，n-Itetl喝，['>"，m恥凶4t"~}y、_'!.Jf lull

9 

小銭

Smnll 

γ3.350 

YJ，350 

YJ，回O

YJ，%O 

Y3，s50 

Y4，200 

Y4，211u 

Y6，IOO 

Yu，出。

11キ llEi
j、，，，まC(Pr詑〉包

| 別添写し2I 

53




